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研究の概要と本報告書の内容 

近年、民間の超音速輸送機（SST）の分野では、小型超音

速旅客機や超音速ビジネスジェット（SSBJ） の開発計画が

世界的に注目されている。米国では、エアリオン社やSAI社

などが開発計画を打ち出し、2012～13年の市場投入を目指し

ている。欧州では、仏国ダッソー社を中心にHISACと呼ばれ

るSSBJ開発計画が進められている。我が国でも、第3期科学

技術基本計画1)の分野別推進戦略においてソニックブームの

低減が掲げられおり、これに対応して文部科学省では「次世

代超音速機技術の研究開発」が重点的に進めるべき研究開発として取り上げられ2)、

宇宙航空研究開発機構（JAXA）において2012年までにソニックブームを半減する機

体設計技術の実証を行う「静粛超音速研究機の研究開発」が検討されている3)。2005

年10月には、日本航空宇宙学会において研究代表者を主査とするサイレント超音速旅

客機研究会が発足し、組織を横断してオール日本で超音速機の研究開発に取り組む体

制が整いつつある。 

一方、2005年には、米国における SST 開発の歴史をまとめた、High-Speed Dreams:

 NASA and the Technopolitics of Supersonic  Transportation, 1945—1999（Erik M. Co

nway著）という本4)が出版された。この本では、SST実用化の最大の壁は、航続距離や

燃費の悪さという技術問題ではなく、社会に受け入れられなかった騒音問題にあるこ

とを指摘している。また、1990年代における米国におけるSST開発失敗の一因は、短

期的な実用化を求めて、プロジェクトの初期で保守的な空力形状に固定してしまった

ことにあると論じている。現在の研究開発プロジェクトは、小型機やビジネスジェッ

トで超音速飛行を行うという点で、まさに小型化により騒音問題を解決することが主

眼となっており、この本の主張に沿っている。しかし、大型旅客機としてSSTが成立

するための技術革新は十分ではない。革新的な空力形状の例として斜め翼が知られて

いるが、米国では今年2006年春にDARPAで斜め翼の無

人飛行実証計画が立ち上がり、2011年の飛行実証を目

指している5)。こうした背景より、我が国でもJAXAの

「静粛超音速研究機の研究開発」と並行して、より革

新的な超音速飛行技術の実証が望まれる。 

本報告書は上記のプロジェクトに先立ち2003～2006年度に科学研究費補助金基盤研

究(A)(2)研究番号：15206091「サイレント超音速飛行実現のための実験・計算融合研

究」で実施した研究成果をまとめたものである。特にサイレント(静粛)超音速という

言葉は、その後のNASAやJAXAのプロジェクト名に利用されており、この研究の先駆

性が裏付けられている。本研究の2年目には、東北大学21世紀COEプログラム「流動ダ

イナミクス国際研究教育拠点」で招聘した楠瀬博士の協力も得て、超音速複葉翼理論

図 1．エアリオン SSBJ

（http://www.aerioncorp.com

/info_downloads.html） 

図 2．DARPA 斜め翼機概念図
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を提案することができた6)。この

理論は、古典的なブーゼマン翼の

概念を応用して2枚の翼を用いて

衝撃波を干渉させることで、造波

抵抗を低減しつつソニックブーム

を根本的に削減することを目指し

ており、大型のSSTにも応用可能

な革新的空力形状のコンセプトで

ある。 

超音速複葉翼理論は、1930 年代のブーゼマンに始まり、1950 年代頃までは米国でも

風洞試験が行われるなど、一定の興味がもたれてきた。しかし、1960 年代にはコンコ

ルドの実用化の気運が高まる中、国家プロジェクトとして SST の空力コンセプトがデ

ルタ翼に固定され、次第に顧みられなくなった。本報告書に示される超音速複葉翼理論

は、温故知新と実験・数値流体力学による新しい設計技術の組み合わせで、新しい学術

的可能性を探ったきわめて独創的な研究成果である。 
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